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墨書土器の難解文字に関する一考察
－千葉県印旛沼西岸地域の出土事例を中心に－
友納千幡
はじめに
宮都だけではなく古代の集落遺跡から出土する墨書土器は、沖縄県を除く北海道から鹿児島県ま
での日本列島全域にみられ、地方の在地社会の実態を知る上で重要な資料である。とりわけ東日本
各地からの出土事例が多く、なかでも千葉県からの事例が最も多い１）。高島英之氏は、「これは単に
開発に伴う調査発掘事例が多いからではなく、東国古代集落の特質の一つである」と述べている（高
島 2000）。平川南氏も相前後して、集落遺跡出土の墨書土器の文字について「祭祀形態に付随した一
定の字形、すなわち記号化した集団の標識文字として特定の文字を長期間継続使用したものである」
と指摘した（平川 2000）。その中には、時間的にも空間的にも普遍的な「人名」や「地名」、「帰属」、
「神・佛への信仰」や「吉祥句」などに関わる字句が含まれている。そのほかには限られた地域で見
られる則天文字や朱書それに五芒星・＃・×などの魔除けや邪を封じる「印点」2）と呼ばれる呪符
記号もある。しかし、これらの中には意味の把握が難しいものもあり、そうした文字を使用するには、
然るべき理由や由来があったはずである。
本稿では、千葉県八千代市のほぼ中央を流れる新川３）流域の台地上に立地した村上込の内遺跡、白幡前遺跡、
上谷遺跡から出土した難解な墨書文字を取り上げ、文献史料を参照しながら、主としてその由来について検討を試
み、それによって当時の人々が何ゆえに仏教を受容したのかを考察してみたい。ここでいう「難解文字」とは、「富・
吉・福・千・万」などの吉祥的な文字や、「丈部」・「刀自女」・「赤足」、「村神」・「下総」などの人名や地名、「寺・仏」
のように、明らかに何を指していると分かる文字ではなく意味の把握が困難なものを指している４）。
1. 新川流域台地上の集落遺跡における仏教関連遺構と遺物
仏教は６世紀半ば頃百済から伝来して以来、旧来の国神などを祀る神祇思想に代わるものとして、
蘇我氏をはじめとする中央の豪族層はもとより、在地の首長層にも信仰されるようになったといわ
れている（宮瀧 2000）。天平 13 年（741）の聖武天皇の国分僧寺・国分尼寺建立の詔によって国家
的な仏教政策が採られ、仏教の全国各地への浸透が加速した。印旛沼西岸地域でも、８世紀後半か
ら９世紀にかけての集落遺跡で明らかに仏教との関連を想起させる遺構（第１図）や遺物（第２図）
が出土している。それらは国分寺建立以降の在地における仏教信仰の広がりを示すものである。本
稿で主題とする難解文字の墨書土器も以下に挙げる集落遺跡において、仏教関連の遺物や遺構に伴っ
て相当数が検出されている。
1）村上込の内遺跡
本遺跡は竪穴式建物を中心とした集落で、出土した土器の年代から８世紀前半から９世紀末まで
の、およそ 150 年間にわたって営まれたと推定され、Ⅰ～Ⅴ期に区分されている。
この集落が成立した８世紀の前半は、「墾田永世私財法」が施行された時期（743 年）と重なり、
他集落からの移住者による谷や台地の積極的な開墾・開発に伴って出現した集落と考えられている。
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遺構の分布状況から見て A 群から E 群までの建物群が区別されている（第３図）。
各期の竪穴建物数の構成は、次の通りである。
Ⅰ期（１６棟）：A 群（３棟）・C 群（８棟）・D 群（３棟）・E 群（２棟）
Ⅱ期（２３棟）：A 群（５棟）・B 群（２棟）・C 群（８棟）・D 群（５棟）・E 群（３棟）　
第１図　白幡前遺跡四面庇付掘立柱建物と溝 第２図　白幡前遺跡出土瓦塔片
第３図　村上込の内遺跡全体図と建物群の分布図
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Ⅲ期（65 棟）：A 群（21 棟）・B 群（４棟）・C 群（16 棟）・D 群（17 棟）・E 群（７棟）
Ⅳ期（31 棟）：A 群（10 棟）・B 群（５棟）・C 群（４棟）・D 群（７棟）・E 群（５棟）
Ⅴ期（20 棟）：A 群（３棟）・B 群（１棟）・C 群（１棟）・D 群（８棟）・E 群（７棟）
掘立柱建物についてはⅡ期に１棟出現し、Ⅳ期・Ⅴ期にそれぞれ 12 棟と 11 棟が検出されている。
遺構群の時期的変遷からみた集落構成は、大きく①Ⅰ～Ⅱ期（８世紀前半～中頃）、
②Ⅲ期（８世紀後半～９世紀初頭）、③Ⅳ～Ⅴ期（９世紀前半～末頃）と認められている５）。建物
数はⅢ期にⅡ期のおよそ３倍となるピークを迎え、Ⅳ期・Ⅴ期と減少しながら９世紀末には消滅し
ている。また竪穴建物、掘立柱建物、土坑などの遺構とともに多数の墨書土器が出土している。建
物群からやや離れた台地北東端の 003 土坑からは瓦塔片が１点（第４図）、さらに南へ約 100 米のと
ころに位置する 033 竪穴建物（A 群８世紀中頃）から胎土が緻密で焼成良好な須恵器の鉄鉢形土器
が１点（第５図）、038 竪穴建物（B 群９世紀前半）からは「奉」墨書土器１点が出土している。本
遺跡では、次に述べる白幡前遺跡のような四面庇建物の「仏堂」を備えた村落内寺院と推定される
遺構は発見されていない。瓦塔片の出土位置から推測できるように、瓦塔が特定の単位集団（建物群）
に属していたのではなく、集落全体の信仰対象となっていたと考えられる。また、近くから鉄鉢形
の須恵器が出土していることは、布教や説法を担う僧侶や優婆塞の滞在を覗わせるものである。
2）白幡前遺跡
村上込の内遺跡と新川をはさんだ対岸の台地上にあり、井戸向遺跡・北海道遺跡・権現後遺跡と
ともに萱田遺跡群を構成する拠点的な集落である。萱田遺跡群のなかではもっとも南に位置し、北
側の寺谷津をはさみ井戸向遺跡と対峙している。古墳時代後期の竪穴建物が５棟検出されているが、
その後は約１世紀の空白期間があり、８世紀第２四半期の開墾・開発によって新たに集落が形成さ
れた遺跡であると考えられている。竪穴建物 279 棟、掘立柱建物 150 棟、井戸５基などの遺構に伴
い多数の墨書土器が出土している。建物群は、Ⅰ群 A・B ブロック、Ⅱ群 A・B・C・D・E・F ブロック、
Ⅲ群の９群に分かれて存在し、時期はⅠ期（８世紀中頃）、２期（８世紀後半）、３期（９世紀初頭）、
４期（９世紀前半）、５期（９世紀中頃）、６期（９世紀後半）、７期（９世紀末）、８期（10 世紀初頭）
の８時期に区分されている６）。各群における竪穴式建物数は次の通りである。
Ⅰ群 A ブロック（21 棟）、B ブロック（56 棟）
Ⅱ群 A ブロック（37 棟）、B ブロック（30 棟）、C ブロック（43 棟）、D ブロック（18 棟）、E ブロッ
ク（23 棟）、F ブロック（21 棟）
Ⅲ群（30 棟）
Ⅱ群 A 地区には四面に庇を有する H069 掘立柱建物があり、その周辺から瓦塔および「佛」と墨
書された土器が出土している。さらにこの建物を取り囲むように溝状遺構が巡っており、村落内寺
1
2
第４図　村上込の内遺跡出土瓦塔片 第５図　村上込の内遺跡出土鉄鉢形土器
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院と推定されている（P. ２第１図）。溝からは瓦塔（第６図）が、D126 竪穴建物（９世紀初頭）か
らは水瓶（第７図）が、D142 竪穴建物（９世紀後半）からは鉄鉢形土師器（第８図）が出土している。
また、須恵器の水瓶や「大寺」「寺奉」などの墨書土器が出土するなど、白幡前遺跡では広い範囲か
らかなりの量の仏教系の遺物が発見されている。とくにそれらの遺物は、方形区画の寺院跡内に集
中している。隣接する井戸向遺跡から墨書土器の「佛」・「寺」・「寺坏」や瓦鉢が出土し、北海道遺
跡からは墨書土器「勝光寺」が出土している。これらの仏教信仰に係わる出土遺構・遺物は、集落
を巡る僧や優婆塞の存在を示唆するものである
3）上谷遺跡
印旛沼に近い八千代市の北東部、新川が流れ込む部分の東側の台地上に展開し、北側には本遺跡
とほぼ同時期の栗谷遺跡、境堀遺跡、向境遺跡が隣接する。およそ３キロ南には村上込の内遺跡が
立地している。新川の対岸には前記の萱田遺跡群がある。上谷遺跡と権現後遺跡では、「印幡郡村神
郷」と墨書された８世紀後半から９世紀前半にかけての土器（第９図）が出土しており、本遺跡を
含む印旛沼西南岸の新川流域一帯は古代の村神郷に比定されている７）。前記の村上込の内遺跡や白
1
1
第６図　白幡前遺跡出土瓦塔
第７図　白幡前遺跡出土水瓶
第８図　白幡前遺跡出土鉄鉢形土器
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幡前遺跡と同じく、古墳時代後期以後
およそ１世紀の空白期間があることか
ら、８世紀前半の開墾・開発に伴い出
現した集落と考えられている。
上谷・栗谷遺跡で竪穴建物 253 棟、
掘立柱建物 207 棟などの遺構に伴って
多数の墨書土器が出土している。建物
群はⅠ群～Ⅴ群の５建物群に分かれて
存在し、時期はⅠ期（８世紀前半）、Ⅱ
期（８世紀中頃）、Ⅲ期（８世紀後半）、
Ⅳ期（９世紀前半）、Ⅴ期（９世紀中頃）、
Ⅵ期（９世紀後半）、Ⅶ期（10 世紀前半）、
Ⅷ期（10 世紀後半）の８時期に区分さ
れている８）。本遺跡は、祭祀に使用さ
れたと思われる多文字の墨書土器や人
面墨書土器の出土点数が多いことが特
色である。中でも注目すべきは、Ⅱ地
区 112 竪穴建物から後掲するように多文字墨書の坏形土器４点が出土していることである。出土例
が少ない多文字の墨書土器が一つの竪穴からまとまって４点出土したことは異例のことである。う
ち２点には明らかに別の筆跡で「西」の字が書き加えられている。またⅢ地区 164 竪穴建物からは、
「粳（うるち）□□」「清□ / □□□部 / □」と判読できる文字を墨書した土製支脚が検出されている。
土製支脚は竈で煮炊きをするときに土器を下で固定するもので、竈に付属する遺物である。これに
類似した多文字土製支脚は、千葉県酒々井町飯積原山遺跡から出土した箆書きの人面土器があるも
のの、全国的には他に例を見ない遺物として注目される。さらにⅣ地区の 193 竪穴建物から出土し
た多文字人面墨書土器（第９図）は、「下総国印播郡村神郷　丈マ廣刀自め（口偏に羊）召代進上　
延歴十年十月廿二日　人面」と記されており、國・郡・郷の住所、人名、「召代進上」の文、年月日
の紀年銘、人面など神に祈願するための情報が全て揃った全国的に見てもきわめて貴重な一例とい
える。　
以上のように印旛沼西南岸新川流域には、白幡前遺跡の小規模な村落内寺院をはじめとして、瓦塔、
水瓶、鉄鉢形土師器などの佛具や多文字墨書土器が多数出土している。これらの仏教に関連すると
思われる遺物の存在について笹生衛氏は、具体的な信仰の内容を推定することは難しいが、千葉県
東金市作畑遺跡から「弘貫」という僧名を記した９世紀前半の墨書土器が出土し、そこから約３キ
ロ離れた同市久我台遺跡でも同じ「弘貫」と記した同時期の墨書土器の出土事例をとりあげ、仏教
の知識をそなえた僧侶や優婆塞・優婆夷の存在が想定できる。僧達の活動範囲は一つの村落内で完
結したのではなく、広範囲に展開されたのではないかと述べている（笹生 2005）。
印旛沼西岸地域の拠点的な仏教施設と思われるのが、印旛沼水系と手賀沼水系の分水嶺付近の台
地上に位置する大塚前遺跡である。四面庇付掘立柱建物と下総国分寺系の軒丸瓦と軒平瓦（第１０図）
が出土していることから、下総国分寺の別院的な性格が推定されている９）。また掘立柱建物のすぐ
脇からは、小規模竪穴建物（第 11 図）が１棟検出されている。印旛沼西岸域の集落では「弘貫」の
ような僧名を想起させる墨書土器は出土していないが、この小規模建物には国分寺から派遣された
僧侶が常駐していたのではないかと思われる。僧侶（達）はその建物に住み、大塚前遺跡の初期寺
院を拠点として、国分寺と密接な繋がりをもちながら集落を巡っていたのではないだろうか。そこ
1
第９図　「村神郷」墨書甕形土器
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には布教ネットワークのの存在が想定
できるのである 10）。
大塚前遺跡の南約１キロにある鳴神
山遺跡や新川流域遺跡出土の瓦塔や瓦
鉢などの佛具類や「佛」、「寺・寺坏」
などの墨書土器から新川の水運を利用
した布教のルートが考えられる。僧侶
の駐在が想定できる大塚前遺跡から鳴
神山遺跡を通じて印旛沼に出れば、そ
の対岸には上谷遺跡・境堀遺跡・向境
遺跡があり、それらの遺跡の目前には
交通路としての新川がある。その新川
を遡れば白幡前遺跡を拠点集落とする
萱田遺跡群や村上込の内遺跡に出るこ
とができる。つまり印旛沼や新川の水
運ネットワークを利用すれば、下総国
分寺と同じ文様の瓦を葺いたと推定さ
れる大塚前遺跡の初期寺院と村神郷の
集落は簡単に往来できたと考えられる。
大塚前遺跡の初期寺院が下総国分寺の
別院と捉えれば 11）、「下総国分寺→大
塚前遺跡の初期寺院→村神郷の各集落」
という布教ルートが想定できる。さら
に、それを傍証する出土遺物として東
国では生産されていない奈良三彩が白
幡前遺跡と井戸向遺跡から出土してい
ることが注目される 12）。想像をたくま
しくすれば、官寺の僧に携えられた奈
良三彩が宮都から下総国分寺へもたら
され、さらに近隣の集落を巡る僧が大
塚前遺跡の初期寺院を経由して、新川
流域の集落内へ持ち込まれたと考えら
れよう。
2.「難解」文字の墨書土器
印旛沼西南岸の新川流域の古代集落遺跡から出土している多くの仏教関連遺構・遺物を通して、
以上の通り布教の役割を担った僧の存在を伺い知ることができた。布教の痕跡の一端は仏教関連遺
物の一つである墨書土器からも明瞭に窺える。普遍的な「富・吉・福・千・万」などの墨書文字の
内容から、彼らが何を願ったのか大凡の見当はつく。しかし墨書土器の文字は、そのような一般的
な文字だけではなく、中には意味が難解な文字もある。その中から村上込の内遺跡、白幡前遺跡、
上谷遺跡で出土した「難解墨書文字」をとりあげ、新川流域の集落における住民の仏教受容と信仰
第 10 図　大塚前遺跡出土軒丸瓦・軒平瓦
第 11 図　大塚前遺跡初期寺院　小型竪穴
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内容について、僧による法会や追善供養などを記した文献史料を参照し検討してみたい。
１）墨書文字「利多」
墨書土器「利多」は、千葉県八千代市のほぼ中央を流れる新川中流域の東側台地上に立地する村
上込の内遺跡から出土している。意味が難解な「利多」（利□を含む）の文字をもつ墨書土器は、A
地区 26 号竪穴から土師器坏１点、39 号竪穴から土師器坏２点・土師器皿１点、172 竪穴から土師器
坏１点、B 地区 45 号竪穴から土師器坏２点、E 地区 128 号竪穴から土師器蓋１点がそれぞれ出土し
ている。時期区分は、B45 号竪穴が９世紀前半、A26・39・172 号竪穴が９世紀中頃、E128 号竪穴
が９世紀後半とされている。したがって「利多」の墨書土器を最初に所有したのは B45 号竪穴の居
住民であろう。次に B45 号とは筆跡の違う「利多」が A26・39・172 号竪穴から出土している（第
12 図）。
そして、A39・172 号の「利多」は、いずれも中鋒 13）による筆遣いで、書体が似ていることから、
同一人によって書かれたものが２ヶ所の遺構に持ち込まれたと推測される。これらの書体は、いわ
ゆる達筆で、僧や官人などの字を書き慣れた人によって書かれたと推測される。「利多」坏形土器を
所有した人達は、それらを拠り所として共通する願いや意識で仏事に係わっていたと推測される。
そうであれば、彼らはいったい何を祈ったのであろうか。
村上込の内遺跡では、白幡前遺跡で検出されているような仏堂と考えられる四面庇付の掘立柱建
物址は検出されていないが、集落のはずれからは瓦塔が単独で出土している。この瓦塔については、
出土地点が建物群から離れた所にあり、特定の単位集団に帰属しない集落全体の信仰対象として機
能していたと指摘されている（笹生 2005）。房総地域では仏教信仰の普及に伴い集落内に村落内寺
院や瓦塔を安置したと思われる仏堂などが建てられ、仏教的行事が広く行われていたと考えられる。
薬師寺の僧景戒が著した仏教説話集『日本霊異記』からも、そのような社会状況を覗うことができ
る 14）。また『日本霊異記』とともに、僧が布教の際に用いたと指摘されているのが『東大寺諷誦文稿』
である（藤本 2011）。その中に、
「但シ有二
リ功徳ノ大ナル助一
ケノミ成ルヘシトシテ二現在當来之勝
レタル粮一
トハ、由リテレ此ニ荘二厳
シテ
父母ノ現在ノ安穏大期ノ之時一
ヲ令レ
メム被二
レ引道一、自
ラモ亦於二自利利他之善事一悉
ク除二
キ
災難一
ヲ臨二
ム命終一
ニ時ニハ往生二
セム浄瑠璃浄土一
ニ 15）」
という記述が見える。この文言は薬師如来を供養し、その功徳によって父母の追善供養を行う仏
事において、僧が唱えるものとされている（鈴木 1994）。法会の功徳により父母の往生を願い、自ら
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第 12 図　村上込の内遺跡出土「利多」墨書土器
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もまた「自利利他の善事」により災難を除き、「命終に
臨まむ時には浄琉璃浄土に往生せむ」と願ったのであ
ろう。おそらく、村上込の内集落の建物群とはやや離
れた所の瓦塔が出土した地点（そこには堂が存在した
と推測できる）で行われた追善供養に参集していた人々
の中で、僧の説教を聴聞し『東大寺諷誦文稿』に記さ
れた文言に因み、その恩恵を授かりたいと感じた者が
いたであろう。「利他行の精神」を感じとり、供養のあ
と僧に「利他」の文字を墨書してもらい、自らも修養
を重ねたと推測されよう。そして来世の往生と同時に
現世では富を得ることも願ったに違いない。須田勉氏
は富の蓄財は仏教倫理のうえで何ら否定される事柄で
はなく、むしろ「勤労→富の蓄財→布施行」は、菩薩の利他行そのものであると指摘している（須
田 1999）。
しかし、ここで問題になるのは、村上込の内遺跡から出土した墨書土器の文字は「利他」ではなく「利
多」である。では、なぜ「利多」と書かれたのだろうか。「利他」の読みは「りた」と考えられる。
その「りた」を万葉仮名で書けば、借音で「利他」「利多」「利田」「利大」となる。したがって本来
の「利他」を借音の「利多」で表記した可能性が想定される。借音と考えられる事例は他にもある。
例えば、千葉県白井市の鳴神山遺跡から「波田寺」と「播寺」の墨書土器が出土している。同じ「は
た」の音を「波田」・「播」と表記した例であり、どちらも「はた」と読むのであろう。香取市の遺
跡にも同様の例がある。多田日向遺跡出土の「多理草寺」と「田料草寺」（第１３図）。一夜山遺跡
出土の「赤穂寺」と「阿光寺」などがその例がある。したがって「利多」の場合も聴聞した言葉と
その文字表記が一致しないことがあった例と理解しても差し支えないのではないだろうか。
２）墨書文字「饒
じょう
」
墨書土器「饒」は、萱田遺跡群の権現後遺跡１１号竪穴（９世紀後半）から土師器坏１点、白幡
前遺跡２群 D 地区 248 号竪穴（９世紀前半）から土師器坏１点、３群から 14 点が出土している。な
かでも白幡前遺跡３群の 102 竪穴（９世紀中頃）から土師器坏７点、233 竪穴（９世紀中頃）から土
師器坏３点、234 竪穴（８世紀後半）から土師器坏３点と集中的に出土している。この「饒」の文字
は第１画目を極端に長く書くなど（第 14 図）、書き方に大きな特徴がみられる。正確に書くと 21 画
16）もの複雑な文字であり、「生・大・千・万・福」などの比較的平易な文字に比べて、はるかに画数
が多く書きづらかったと思われる。
では、なぜ複雑で書きづらい文字を墨書したのであろうか。この「饒」に関して、先にあげた『日
本霊異記』の中巻第十五話には、
「高橋連東人者、伊賀国山田郡代里人也。大キニ富ミ饒レ
カナリ財ニ。奉二
ム - 為ニ母一
ノ写二
シテ法華経ヲ一、以
盟ヒテ之曰、請下
ケテ於二我願一
ニ有縁之師上欲レフ所二済度一
セラレムコトヲ」
の記述が見える。「大きに富み財に饒か」であった伊賀国の高橋連東人の説話である。「饒」は豊
かという意味であり 17）、豊かであった東人が亡き母の追善のために法華経を書写し、供養の法会を
催したと語られ、その説話を聴聞した人々は「ありがたい話」と「饒か」を結びつけ、豊かになり
たい願いを込めて「饒」が墨書されたのではないだろうか。
集落遺跡出土の墨書土器のなかで圧倒的に多いのは、「富・吉・得・千・万・福」などの一文字、
1
2
第 13 図　「多理草寺」「田料草寺」
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あるいはそれらを組み合わせた「万福」「千万」などの二文字である。このような吉祥的な文字の意
味について、戸田芳実氏は田堵の「嘉名」に注目し、田堵の名として文書中にみえる「久富」「徳丸」「有
富」などの名が実名ではなく、現実の社会的必要から新たにつくられた通称であったと推定してい
る。一例として、『平安遺文』の田畠譲状 18）にある“財田得富”という「目出たい」名前を挙げたい。
これは富を誇示するきわめて現世的な意識から生じたものである（戸田 1967）。このことに関連して、
田堵の「嘉名」として用いられている富・得・吉・財などの文字が、それ以前の在地社会で盛行し
ていた墨書土器にみえる吉祥的な文字ときわめて共通している点に注目している三上喜孝氏は、墨
書土器における吉祥的な文字の使用には、のちの田堵の「嘉名」の使用と同じ意味付を与えること
が可能ではないかとし、田堵が得た富の前段階として、古代社会における富の蓄積への意識が墨書
土器の吉祥的な文字に反映されているとした。すなわち、墨書土器で象徴的に使用されていた吉祥
的な文字がのちの田堵の「嘉名」に引き継がれていったと推論している（三上 2002）。こうした先行
研究をふまえると、字画数の多い「饒」の墨書についても、「利他」の場合と同様に勤労が富の蓄財
をもたらし、それによって「豊か」→「饒か」になりたいという願いが込められていたと考えられ
よう。
３）墨書文字「西」
上谷遺跡からは「西」と墨書した土器が多く出土している。Ⅰ地区から１点、Ⅱ地区から６点、
Ⅲ地点から２点、Ⅳ地点から８点、Ⅴ地点では「西」が主体をしめ 70 点以上が出土している。いず
れも９世紀前半から中頃に比定されるものである。しかし、本集落とともに村神郷を形成する村上
込の内遺跡と萱田遺跡群からは、「西」や西と他の文字を組み合わせた例えば「西福」「西富」など
の文字は１点も出土していない。とすれば、この「西」は特に方角や方向を意識した文字や吉祥的
な文字ではなかったのではないか 19）。この文字は上谷遺跡の集落を、とくにⅤ地域に係わる何か特
別の意味をもった文字であったと想定できるのではなかろうか。
一文字の「西」との係わりが推定される特異な出土事例がある。本遺跡Ⅱ地点 A112 竪穴から９世
紀中頃に比定される４点の坏形多文字墨書土器が出土している（第 15 図）。下記のように判読され
ている 20）。
１．「丈マ麻□女身召代二月□西」
２．「丈マ真里刀女身召代二月十五日」
1
2 3
4 5
6 7
8
9
10 11
12 13
第 14 図　白幡前遺跡出土「饒」墨書土器
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３．「丈マ阿□□女身召代二月□西」
４．「丈マ稲依身召代二月十五日」
これらは２点ずつ重なって、第 15 図の１と２は１を上に重ねた伏せた状態で、第 15 図の３と４
は３を上に重ねた正位の状態で検出されている。２枚ずつ重なって出土したことから、A112 号竪穴
は何らかの祭祀の場であったと推測されている 21）。筆体は４点とも側筆 22）による筆遣いで、筆跡が
よく似た墨書文字である。人名の１～３は、名に「女」があるので女性であると推定できる。４は「稲依」
1
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3
4
第 15 図　上谷遺跡出土多文字墨書土器
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から男性と思われる。文字は、「人名＋身召代＋日付」と一定の規則に則り書かれている。そのうち、
第 15 図の１と３には明らかに多文字とは別の筆跡で、しかも濃く「西」の字が書き足されている。
印旛沼周辺地域は全国的に多文字墨書土器の出土数が多いといわれている。それでもその出土数
は全体の 0.5％に満たない。それが上谷遺跡では、１ヶ所の竪穴から４点も出土しておりきわめて稀
有な事例といえよう。第 15 図の１と３の坏に後から墨書された「西」の文字は、２と４に見える
十五日の上に書き重ねられている。本来は、１と３にも十五日という日付が書かれていたのではな
いだろうか。そして、伏位と正位に置かれた状態の坏の上に重ねられた１と３にのみ「西」の文字
が墨書されているのである。二月十五日の最初の祭祀が終わったあと、また最初とは異なる筆体と
筆跡で、「西」を追書した墨書土器による祭祀が連続的にとり行われたと考えられよう。年号が記さ
れていないので実年代は不明であるが、これらの坏はいずれも９世紀の中頃とされている。
次に文献史料を参照しながら「西」について考察する。先に引用した『東大寺諷誦文稿』には、「西」
の「浄土」、すなわち「西方浄土」を想起させる次のような記述がある 23）。
「西方兜率ハ十善ノ工の嚴
かさ
ル所、无間阿鼻ハ十悪ノ工ノ所レ
ナリ造ル。我等ハ何ノ得レ
ム生ヲカ。无
間、阿鼻ハ謗レ
リ佛ヲ誹レ
レル法ヲ人ノ所レ
ナリ集ル」
浄土には、阿弥陀如来の西方浄土・弥勒菩薩の兜率天浄土・観音菩薩の補陀落浄土などがある。
その中の弥勒浄土に関する弥勒経典の一つの「上生経」の主題は、兜率天に往生することを説いた
経典とされ（雲井昭善 1997）、「浄土」の思想的な背景に関しては「西方の道俗は皆、弥勒の業を修
している。兜率天は、同じ欲界であるために、その行業は成じ易い」とあり（松尾得晃 2008）、こう
した往生難易論の展開から上谷遺跡の集落でも僧たちによって弥勒信仰が平易に宣揚されたのでは
なかろうか。そして、それを聴聞したⅤ地区の集落の幾人かが「西」の文字を墨書してもらうことで、
西方の浄土を願ったと推察されるのである。その後Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ地区にも、「西」墨書土器の出土状況
から見て「西方浄土への祈り」が広まったと想定されよう。
3. 文字の分布の偏り
本来土器に墨書する目的は、「厨」などの官衙における用例のように土器の帰属を示すものであっ
た。すなわち、所有と帰属を明示することに目的があったと思われる。ところが、集落から出土す
る墨書土器の文字には、そうした属性を示すような文字は少なく、むしろ広域的に分布する一般的
な文字が多い。平川南氏の分析によると、全国的にみて 20 遺跡以上で使用されている文字の総数は
205 種で、さらに５遺跡以上で共通する文字として「万・大・上・加・生・富」など 30 種の例をあ
げている（平川 2000）。これらの文字は、一般に「招福・除災」「蓄財」に係わる祈りや願いが込め
られているように思われる。
他方、集落から出土する墨書土器の中には文字の種類や出土地域が目立って偏在する事例がある。
そのことに関連して、集落を巡る僧や優婆塞の存在が重要である。彼らは集落を巡りながら住民が
集まった場所で法会や追善供養などの仏教儀式を執り行っていたと考えられる。前述した村上込の
内遺跡における瓦塔を安置した堂や、村落内寺院と推定される白幡前遺跡におけるⅡ群 A 地区の四
面庇付 H069 号掘立柱建物などがそのような場所であったと推測される。そこでは、因果応報を説く
『日本霊異記』の上・中・下巻併せて 116 件の説話や 395 行にも及ぶ『東大寺諷誦文稿』の講話を引
用した法話が語られたことであろう。法話の内容は、僧や優婆塞によって様々であったと推測される。
また、それを聴聞する住民にとっても、災害やそれに伴う飢饉の恐怖、延命、親の孝養、過酷な開
墾作業からの逃避、蓄財による豊かさへの願い等、置かれた環境や状況によって、法話の内容は様々
に受け止められことであろう。
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村上込の内の集落では『東大寺諷誦文稿』の「自らも亦、自利利他の善事のうえに悉く災難を除
き、命終に臨む時には、浄土に往生せむ」が語られた時、それに心を動かされた住民がいたのである。
そうした住民は仏教儀式が終わったあと、持参した坏に善事である「利他」という文字を僧に書い
てもらい、その墨書土器を家に持ち帰ったことであろう。その一例が村上込の内集落の B45 号竪穴
の住民であった。その後、この文字が A26・A39・A172 号竪穴の住民にも拡散したと想定される。
同じように白幡前の集落では、『日本霊異記』の母の追善供養をした高橋連東人が「大きに富み財
に饒かになった」いきさつが語られた時、その話に強く心を惹かれた住民がいて、それがきっかけ
として「饒」という難解な文字を僧に墨書してもらったのであろう。僧にこの文字を書いてもらう
ことを乞うたのは３群の 234 号竪穴の住人であったと推測される。
上谷の集落では、僧が『東大寺諷誦文稿』から引用して語った「西方浄土」に心を動かされた住
民がいたのである。開墾に従事し田畠を耕作しても豊かな富に恵まれない絶望、また様々な災害と、
それに伴う飢饉への恐怖を抱く住民は、来世での安穏を願ったのかもしれない。そのような住人に
とって、西方浄土の法話が救いの言葉に聞こえたとしても不思議ではない。その願いが西方浄土の
「西」という墨書文字に凝縮されたと推察されるのである。
集落遺跡から出土する墨書文字には「招福・除災」「蓄財」に係わる祈りや願いの文字が一般的で
あるが、ある特定の集落あるいは地区にだけに分布する文字が存在するのは、以上のように僧や優
婆塞によって仏事で語られた法話の受け取り方が、仏教儀式に集まって聴聞する住民の期待や願い
の違いに起因していると思われる。墨書文字の偏在は、本稿でとりあげた一つの集落遺跡あるいは
地区のみで出土する「利多」「饒」「西」だけではなく、印旛沼西南岸地域における新川流域の集落
に限っても、村上込の内遺跡の「来」「毛」、白幡前遺跡の「堤（堤生・生堤を含む）」「継」、上谷遺
跡の「竹（竹野を含む）」なども、またそうした例証になると考えられる。
4. まとめ
古代集落遺跡から出土した「難解墨書文字」について考古資料である墨書土器と仏教説話や諷誦
文などの文献史料を通して考察を試みたが、概要は次のようになる。
１）新川流域台地上の集落遺跡における仏教の在り方
八千代市のほぼ中央を流れて印旛沼へ注ぐ新川（旧平戸川）の西側台地上には白幡前遺跡を含む
萱田遺跡群、そして東側台地上には村上込の内遺跡や上谷遺跡など多数の集落遺跡が立地する。本
稿で考察を試みた「難解文字」墨書土器を出土する集落遺跡では古墳時代後期の遺物・遺構が検出
されていないことから７世紀代から継続して営まれた集落ではなく、共伴する土器の年代により８
世紀中頃以降の開墾・開発によって形成された集落であると考えられている。これらの集落遺跡に
共通することは多数の墨書土器が出土していることである。その中には「佛」や「寺」などの仏教
関連の文字が多く含まれていること、そして瓦塔、鉄鉢形土器、水瓶などの遺物や堂や村落内寺院
の存在を想定させる遺構が出土していることである。
以上の所見から、
１．新川流域台地上の集落遺跡における仏教の受容
２．布教や仏事を執り行うために集落を巡る僧や優婆塞の存在
３．下総国分寺にも関連する布教ネットワークの存在
などが想定された。
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２）「難解」文字の墨書土器
本稿でとりあげた「難解」３文字の墨書土器については、
１．「利多」は、『東大寺諷誦文稿』の「利他之善事」
２．「饒」は、『日本霊異記』の「大富饒レ財」
３．「西」は、『東大寺諷誦文稿』の「西方浄土」
にそれぞれ由来すると推定される。
これらの文字は、僧や優婆塞が集落を巡りながら法会や追善供養などの仏事を催した折、集まっ
た住民に話した法話に登場する「文言」である。これらの法話を語るとき、僧や優婆塞は『日本霊
異記』や『東大寺諷誦文稿』などの仏教説話や諷誦文を利用していたと推定される。それらを取り
入れた法話の一部分だけが前後の繋が欠けた一文字や二文字で墨書されたため、難解なものになっ
たのであろう。実際、狭い範囲（土器）に書くという制約下にあって、文字数は自ずと限定され、
文字は省略して記されるケースが多かったと指摘されている（荒木 1999）。
３）文字の分布の偏り
出土する墨書土器に書かれた難解文字の出土地域の偏在については、集落を巡る僧や優婆塞によっ
て語られた法話がたとえ同じ内容であったにしても、それを聴聞した住民側の仏教に期待する事柄
や程度に差があり、そのことが出土遺跡の偏在として反映していると考えられる。
おわりに
在地社会における古代人の精神世界を知ることは、考古資料または文献史料だけからのアプロー
チでは極めて困難である。考古資料と文献史料の両方を用いた先行研究は多々あり、双方を補完さ
せることの重要性はいうまでもない。本稿もまた考古資料である墨書土器の「難解文字」にスポッ
トをあて、それに係わる仏教関連の文献史料を考察することで、古代人の精神世界を垣間見る可能
性の一端を示すことを試みたものである。今後は、墨書土器がどのような場面で使用され破棄され
たのか、文字が記された意味などについてさらに考察を深め、墨書土器祭祀の実態を明らかにした
いと考えている。
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註
1）「全国墨書・刻書土器データベース」（明治大学、2010）によれば、全国で約 12 万点の出土数があり、そのうちで千葉県からの
出土数は約 2万 1千点とされ、全国で最も多い。
2）『日本霊異記』下巻第九話に「我印点故之、不レ逢レ災。速忽還往」（閻羅王が印点して災に逢わずに速やかに還り往け）とある
ように、印点は除災、延命などを意図するとされる（荒井秀規 2005）。
3）印旛沼には多くの川が流れ込んでいる。平戸川はその中の一本であるが、その流域は印旛沼からの逆流でしばしば氾濫し、江戸
時代に東京湾に向かって流れる花見川と結びつける普請が行われて氾濫が食い止められた。普請後の旧平戸川を現在は新川と呼
んでいる（八千代市史編纂委員会 2008）。
4）ここに引用した意味の把握が困難な文字は、その一部であって、この他に多数の例があることは言うまでもない。
5）八千代市史編纂委員会 2008「古代の集落」『八千代市の歴史』資料編　原始・古代　八千代市
6）大野康男 1991『白幡前遺跡発掘調査報告書』千葉県文化財センター
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7）墨書銘の「村神郷」については、『和名類聚抄』に記載されている下総国印幡郡の 11 郷名の一つ「村神郷」がそれに該当すると
考えられている（八千代市史編纂委員会 2008「古代の集落」『八千代市の歴史』資料編（原始・古代）八千代市
8）八千代市史編纂委員会 2008「律令制の時代」『八千代市の歴史』通史編　上　八千代市
9）千葉県史料研究財団 2001「房総の仏教」『千葉県の歴史』通史編　古代 2
10）笹生衛 2006「古代東国集落と仏教信仰－千葉県内の事例を中心に－」『在地社会と仏教』奈良文化財研究所
11）前掲：註 9
12）白幡前遺跡のⅡ群 E 地区 P16 土坑から三彩小壷が１点（千葉県文化財センター 1991『白幡前遺跡発掘報告書』）、井戸向遺跡Ⅳ
群 D116・147 竪穴建物から三彩小壷が１点出土している（千葉県文化財センター 1987『井戸向遺跡発掘報告書』）
13）字画の中心に近いところを穂先が走る筆遣いをいう（黒田正典 1999「筆跡の検討」『多賀城碑、その謎を解く』雄山閣）。
14）『日本霊異記』には上巻 6 話をはじめ、釈迦仏や観音に祈り経を読んだ功徳で災難から免れたり、病気が癒えたり、地獄から帰
れた話などが多数ある。
15）築島裕編 2001『東大寺諷誦文稿総索引』汲古書院
16）長澤規短 1990『漢和辞典』三省堂　
17）菅原是善 1975『類聚名義抄』第一巻　風間書房　
18）久安 4年（1148）5 月 9 日付の「前大隅掾建部得富（清貞）田畠譲状」にあるように、前大隅掾建部清貞の別名として「財田得富」
がある（竹内理三 1963『平安遺文』2646 号）。
19）「南」文字の墨書土器が萱田遺跡群の権現後遺跡Ⅰ群の同一竪穴から２点、Ⅲ群から１点、Ⅳ群から１点出土している。
20）八千代市遺跡調査会 2005『千葉県八千代市上谷遺跡』第２分冊
21）前掲：註 20
22）筆の穂先が線の片側を走る、字画に「厚みがなく」、「平べったい」印象をあたえる筆遣いをいう（黒田正典 1999「筆跡の検討」
『多賀城碑、その謎を解く』雄山閣出版）。
23）前掲：註 15 
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